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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜全体連絡事項＞

《庶務管理室》

· タイムカードの押し忘れ本日までですので、支払いを忘れずにして下さい。

· 猪股先生の机が変わりましたので、間違わないようにして下さい。（安ヶ平先生の向かい）

《医事室》

· 次回の歯科受診は１３名です。２/１１が祝日の為、２/９になります。

《診療課》

· ２/１７（木）１７：３０～ＳＳＴの勉強会が開かれます。興味のある方は参加お願いします。

· ２/１８（金）１３：００～症例検討会があります。

《薬局》

· 薬の刻印が変更になる薬剤があります。成分は変わりません。

・アモバン（7.5）　　・ダイヤモックス　　・タガメット

《看護課》

· 回覧がまだI-officeに来ているので、必ずＷＩＺで回覧してください。

· 申請書ですが、ＷＩＺと届け出用紙を一緒に提出して下さい。

· ＷＩＺに不備があったら、その都度電算化委員へ伝えて下さい。

· 名札がついていないスタッフが非常に多いので、きちんとつけるように徹底して下さい。

· 申し送り時、勤務交代時にリーダー又は資格者は名札が見える位置にあるか・トリゾンラブを携帯しているかを確認し徹底して下さい。

· 接遇委員会は、挨拶・身だしなみを指導してください。

· 疥癬が発生した為、アルバイトの学生がしばらく休みたいと申し出がありました。感染に対する意識をもっていただくよう指導をしっかりしていきましょう。

· 勤務時には服・ズボンを履き替え洗濯もこまめに行なうようにして、感染予防に努めてください。

· 東病棟・西病棟・南病棟は毎週病棟内をバルサンするようにしましょう。

· 北病棟で２/２６昼食会があります。日勤者の協力お願いします。

· 感染状況の記載の方法ですが、増加した場合は赤で、減少した場合は青で、変動なしの場合は黒で記載していきます。

＜連絡事項＞

前野　好美様・・・２/１０　１０時から介護認定調査に調査員が来ます。ＰＳＷ泉さん、職員も１名ついて下さい

《内科診察》

· 吉田　ナヨ様・・・浮腫軽度見られ臨時薬継続処方となります。引き続き、体重測定と浮腫の観察を行って行きましょう。

· 佐々木　喜代治様・・・気管支肺炎ある為、継続し臨時薬処方となります。発熱や咳嗽の有無、食欲の状態観察を行って行きましょう。

＜精神療法報告・検討＞

２月５日（花グループ）

　今回は多くの参加者いました。周囲や人の出入りに気をそがれる方もいましたが、言語的なコミュニケーションを取れる方が多かったので、落ち着きは保てたと思います。２月の行事として節分を取り上げましたが、皆様から落花生の栽培の仕方や、昔は南京豆と言ったこと、落花生の変わりに大豆を撒いていたこと等を話してくださいます。

　話題が進むとえんぶりの話となり、参加された事のある方は歌を口ずさんでくださいます。この地方の文化や昔からの慣わしを知らなかったスタッフに、皆様から教えていただくというような世代間伝達、文化の伝達がおこなえました。

· 次回に向けて

　終了した後も、皆様その場から離れず、ホッとした暖かい空間があったと思います。時間が迫って慌てて閉めるのではなく、ホッとした空間を皆様ともう少し大切に味わってから、感想を聞いて終了するように行なっていきたいと思う。

（星グループ）

　メンバーの個人的な話題から「退院したら何をしたいか」という問いに発展しましたが、その他のメンバーにとっては答えにくい問いだった様子。すぐに別な話になりましたが、その後やや妄想的な話題になることもあります。季節の話題から、料理、編物と話題が広がり、自分の得意な事を話す機会となりました。

· 次回に向けて

人数が少ないことで、個人的にな話題を話す機会が多いですが、エピソードが深まると、やや妄想的に反応することもあるのだと感じました。否定せず聴きながら、現実の話題へと返していくように対応していきたいと思います。

